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冠を編み上げる花

－－ ジョン・ダンの “ＬａＣｏｒｏｎａ”再考 （その２） －－
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じ め に

本稿は先の 「その１」 に引き続き， ジョン・ダンの連作宗教ソネット“ＬａＣｏｒｏｎａ”を， とくに

個々のソネットの評価を中心に， その自己言及性等に注目しながら論ずるものであり， ここでは後

半の第５ソネットから第７ソネットの３編を扱う‐

５． Ｃｒｕｃｉｆｙｉｎｇ

　

Ｂｙ ｎュｉｒａｃｌｅｓｅｘｃｅｅｄｉｎｇ ｐｏｗｅｒ。ｆｍａｎ，

　

Ｈｅｅｆａｉｔｈｉｎｓｏ］ｍｅ， ｅ１ｌｖｉｅｉｎｓｏｌｎｅｂｅｇａｔ，

　

Ｆｏｒ， ｗｈａｔｗｅａｋｅｓｐｉｒｉｔｓａｄｍｉｒｅ， ａｌ１ゴーｂｉｔｉｏｕｓ，
ｈａｔｅ；

　

ｌｎｂｏｔｈａｆｆｅｃｔｉｏｎｓｎｎａｎｙｔｏｈｉｎ・ｒａｎ，

　

Ｂｕｔ。ｈ！ｔｈｅｗｏｒｓｔａｒｅ ｍＬｏｓｔ，ｔｈｅｙ ｗｉｌｌａｎｄｃａｎ，

　

Ａ１ａｓ，ａｎｄｄｏ，ｕｎｔｏｔｈ’ｉｌｎｎＱａｃｕｌａｔｅ，

　

Ｗｈｏｓｅｃｒｅａｔｕｒｅ Ｆａｔｅｉｓ， ｎｏｗ ｐｒｅｓｃｒｉｂｅａ Ｆａｔｅ，

　

Ｎ１ｅａｓｕｒｉｎｇｓｅｌｆｅ一１ｉｆｅｓｉｎｆｉｎｉｔｙｔｏ’ａｓｐａｎ，

　

Ｎａｙｔ。ａｎｉｎｃｈ．Ｌｏｅ， ｗｈｅｒｅｃｏｎｄｅｎｎｎｅｄｈｅｅ

　

Ｂｅａｒｅｓｈｉｓｏｗｎｅｃｒｏｓｓｅ， ｗｉｔｈｐａｉｎｅ， ｙｅｔｂｙａｎｄｂｙ

　

Ｗ←ｈｅｎｉｔｂｅａｒｅｓｈｉｎ・，ｈｅ ｍＬｕｓｔｂｅａｒｅｌｎ。ｒｅａｎｄｄｉｅ‐

　

Ｎｏｗｔｈｏｕ ａｒｔｌｉｆｔｅｄｕｐ，
ｄｒａｗ ｎＱｅｅｔｏｔｈｅｅ，

　

Ａｎｄａｔｔｈｙｄｅａｔｈｇｉｖｉｎｇｓｕｃｈｌｉｂｅｒａｌｌｄｏｌｅ，

　

公４ｏｙｓｔ， ｗｉｔｈｏｎｅｄｒｏｐｏｆｔｈｙｂ１ｏｏｄ
， ｎｏｙｄｒｙｓｏｕ１ｅ‐

連作はいよいよ後半に入り， 扱われる主題もイエスの死と復活に関するものとなる‐ この第５ソ

ネットは「磯刑」 を主題とするものであり， 先の第４ソネットの 「神殿」 においてまだ１２歳であっ
たイエスは， 第５ソネットで早くもその死を迎えることになる． イエスの生涯を考えてみると， そ

の死に到るまでの数々のエピソードがすべて省略されてしまっているわけで， 連作全体の構成とし

ては， やや偏りがあるともいえる‐ そのかわり， 連作の前半では幼年期のイエスが， そして連作の
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後半では死を迎えたイエスがそれぞれの中心的主題となり， 初めと終わりという二つの概念が中央

に位置する第４ソネットによって結び付けられているとも解釈される． こう考えるとやはりここに

も「初めにして終わり」 というテーマがしっかりと保持されているともいえるわけで， むしろ中間

を思い切って省略したことにより， 連作全体に及ぶ主題がいっそう明確に浮かび上がってきている

とも考えられるのである． 別のいいかたをするなら， 個々のソネットの主題の選び方もまた 「初め

にして終わり」 というテーマを表すことに奉仕しているのである．

　

しかし， イエスの行った数々の奇蹟はこの第５ソネットの中で触れられており， 決して無視され

ているわけではないのである． つなぎの行である‘Ｂｙ ｍｉｒａｃｌｅｓｅｘｃｅｅｄｉｎｇｐｏｗｅｒｏｆｍａｎ’は，

第４ソネットの最終行としては， イエスがわずか１２歳で深い知恵を語ったことの不思議を語ってい

るのだが， 第５ソネットの１行目としては， イエスがその生前に行った数々の奇蹟のことに触れて

いるのである． したがって‘ｍｉｒａｃｌｅｓ’の意味するところが， ２つのソネットでは異なっており，

ここにも作詩上の技巧が見て取れよう． その観点では， 第１クオートレインが， きわめて小さく圧

縮された形ではあるが， イエスの生前の行いを描いているといえるかもしれない． そして， イエス

が行った数々の奇蹟が， ある人々には信仰を， そしてある人々には憎しみを生んだのである． そし

て第２クオートレインでは， そのようにして生まれたイエスへの憎しみが直接にイエスの死をもた

らすことになったと語っている‐ 運命は神すなわちイエスが創造したものであるにもかかわらず，

ひとびとはあたかも自らが運命を作り出すものであるかのように， イエスに死の宣告をするのであ

る‐ その際の‘Ｍｅａｓｕｒｉｎｇｓｅｌｆｅ‐ｌｉｆｅｓｉｎｆｉｎｉｔｙｔｏ’ａｓｐａｎ，／ Ｎ‐ａｙｔｏａｎｉｎｃｈ’という表現もやや

問題があるかもしれない． ガー ドナーは‘ｍｅａｓｕｒｉｎｇｔｏ’を‘ｒｅｄｕｃｉｎｇｔｏ’と考え，
「生命そのも

のの無限性が， 人間の生の長さ， 否それ以下にまで短縮されてしまった‐ なぜならキリストは定め

られた長さ以上に生きることがなかったのだから．」 と解釈し， その要点は「生命そのものの時間，

否分までを計ることの愚かしさ」 であるとしている｛Ｄ
． またスミスはここに３つの解釈の可能性

を示唆している（２）
． すなわち 「生命そのものが無限であるという原則を， 人間の生の長さ， 否そ

れ以下にまで狭めている」，「存在そのものの無限性を， 十字架上の人間の手足の広がりに限定して

いる」， そして 「無限性を有限のフィートやインチで測ろうとしている」 という３つであるが， こ

とに２番目の解釈， すなわち十字架上のイエスの肉体のことを考えている解釈は， 後半のセステッ

トの内容からすれば， そこへの移行の上で大いに可能性の高い解釈であるといえる．

　

しかしながら， このソネットではオクテットからセステットヘの移行がかなり変則的なものに

なっている‐ すなわち， ８行目の行末でフル・ストップとはならずに， 文が９行目まで続いている

のである． ８行目の終わりは，
‘ｔｏａｓｐａｎ’であり， 文法的にはここで終わってもかまわなかった

はずである‐ しかし， ダンはここで文を終わらせずに， ９行目に‘Ｎａｙｔｏ ａｎｉｎｃｈ’と付け加えて

いる （ただし１６３３年版では， ここでもまだフル・ストップとはならず， さらに次へと続いている）．

そのことによって得られるものは何なのか‐ もちろん， 先の‘Ｍｅａｓｕｒｉｎｇｓｅｌｆ－亙ｆｅｓｉｎｆｉｎｉｔｙ
’以

下の各々の解釈に現れているように， 無限性と対比されるものを‘ｔｏ’ａｓｐａｎ，／ Ｎａｙｔｏａｎｉｎｃｈ’

といった具合に段階的に小さくしてゆくことによって， その卑灯ｖ性を強調するということは考えら

れよう． さらに，
‘Ｎａｙｔｏａｎｉｎｃｈ’だけが他の行に繰り込まれることによって， この言葉がとくに

強調されるということもある． すなわち，
‘ｉｎｃｈ’というごく小さな単位が，

‘Ｎａｙ’を伴ってことさら

に強調されるのである． というのも， その前の‘ｓｐａｎ’はたしかに長さの単位としては短いものだ

が， ガードナーのいうように， これを人間の現世における生の時間的な長さと取るなら， 必ずしも

短さとしては十分ではないとも考えられる． それに対して，
‘ｉｎｃ打の卑小さには歴然としたものが

ある‐ それがまずひとつの理由であろう． さらにまた考えられる理由は，
‘Ｎａｙｔｏ ａｎｉｎｃｈ’が９
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行目に組み込まれることによって， これとフル・ストップのあとの‘Ｌｏｅ’以下との結びつきが生

じるということである．
‘Ｌｏｅ’以下では， イエスが罪を宣告され十字架に掛けられることを述べて

いるが，
‘Ｎａｙｔｏ ａｎｉｎｃｈ’はそれと結びつくことによって， イエスの礎刑， そしてその理由がい

かに卑小で恥ずべきものであるのかを表しているように思われる． すなわち， 人間による浅ましく

下劣な行いと， その結果としてもたらされたイエスの礎刑という重大な罪との対比が図られている

のである‐

　

しかし， そのような効果と引換えに， このソネットはオクテットとセステットの明確な対比とい

う， ソネットが本来もっているはずの特質を失ってしまっている‐ しかもここでは語り手と聞き手

との関係がはなはだ要昧なのである． まずオクテットにおける聞き手が誰なのかを考えてみると，
これが全く判断がつかないのである‐ イエスは‘Ｈｅｅ’と三人称で扱われているし， 聞き手が先の

ソネットから引き続いてヨセフであると考えることは無意味である． 聞き手が暖昧なまま， ９行目

には‘Ｌｏｅ’という命令形による呼びかけがある．これは誰に対してなされているのだろうか‐マー

ツのいうようにこれをロザリオの祈りの形式に基づく膜想詩であると考えるなら（Ｓ）
， 最も妥当な

推測は， 聞き手が語り手の魂であるという解釈であろう‐ そうすれば，１２行目以下で 「私」 が登場

してくることに対して， 整合的なつながりを求めることができる‐

　

この詩で特異的なのは，１２行目にいたって初めて聞き手の交替が起こり， ここではっきりとイエ

スが２人称によって呼びかけられるということである‐ さきにも述べたことだが， この詩の１６３３年

版では‘ｔｏａｎｉｎｃｈ’でフル・ス トップにはならず， つ ぎのフル・ストップが１１行目の行末になっ

て初めて現れている‐そして，聞き手の交替が起こるのもここなのである‐ つまり， この第５ソネッ
トでは， 前半と後半の構造的な （文法的にも， また劇的構成の上でも） 区分点が， 一般的なソネッ
トのようにオクテットとセステットの間にあるのではなく，１１行目と１２行目との間に存在している

のである． したがって前半が１行目から１１行目までの１１行， 後半が１２行目から１４行目までの３行と

いうことになり， ややバランス的に偏ったものになっている‐ しかも韻律構成をみると， これは一

般のソネットと変わらず，ａｂｂａａｂｂａｃｄｄｃｅｅとなっており， 形式と内容との一致という点で問

題を残している‐ ただ， セステットは一貫してイエスの磯刑の場を思い描いているという点では，
それなりのまとまりがあるということはできよう．

　

聞き手が交替して， イエスに語り手が呼びかける最後の３行は， しかしながらその悲痛な響きに

切実さが感じられ， 必ずしもこのソネットが形式的に不出来であるとは言い切れないものがある．
語り手は，

‘ｄｒａｗ ｍｅｅｔｏｔｈｅｅ’と， 自らがイエスのもとに引き寄せられることを望むのだが， ここ

ではイエスが掛けられた十字架が高く掲げられるという， 上方への運動の方向が重要な要素となっ
ている． これはたんに刑の執行の一部として十字架を立てるという動作によるものなのだが， 同時

に天へ向かうイエスの上昇のイメージをも表しているのである‐ したがって，
‘ｄｒａｗ ｍｅｅｔｏｔｈｅｅ’

には， イエスによって天に迎え入れられたいという語り手の願いが込められているのである．１３行

目の‘ｄｏｌｅ’には様々な解釈がなされている． スミスは，「悲しみ」 と 「施し物」 の両方の意味を読

み取り（４）
， ショークロスはさらにこれらに加えて 「運命」 の意味の存在も示唆している（５）

． イエ

スの死が，多くの人々の哀悼の念を誘ったという意味では「悲しみ」 という解釈は妥当であろうし，
イエスの死が全ての人間の罪を購うという意味では「施し物」 という解釈も成り立ち， またイエス

の死によって後の世の救いが約束されたこという意味では「運命」 という解釈が正当性をもつであ

ろう‐ このように， ここではイエスの死がもつ幾多の意味の重さと普遍性とが示され， 最終行であ
る‘Ｍｏｙｓｔ，ｗｉｔｈｏｎｅｄｒｏｐｏｆｔｈｙｂｌｏｏｄ，ｍｙｄｒｙｓｏｕｌｅ’を導き出す‐ ここでは，１３行目の‘ｌｉｂ‐

ｅｒａＩＰと１４行目の‘ｏｎｅ’との対比に注目してもよいであろう‐ すなわち， イエスという神のひとり
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子の犠牲によって， 全人類の罪が購われるという， ダンにおいてはしばしば見られる一対多の表現

である．そして，ここでのイエスの死のイメージには，１３行目に見られるように慈愛の含みがある．

したがって１４行目の‘Ｍｏｙｓｔ’や‘ｄｒｏｐ’という語には， 乾ききった大地に雨がしみ込んでいくよう

な潤いに満ちたイメージがあるのではないだろうか‐ 乾いた大地に降り注いだ雨は， やがて地上に

生命を栄えさせる． そのような再生への期待が， イエスの死に際して引き起こされるのである．・こ

れもまた考えてみると， 連作全体の主題である 「初めにして終わり」 という思想を表していると考

えられよう． ここにもやはり個々のソネットの内部での自己言及が見られるのである．

１Ｉ

６． Ｒｅｓｕｒｒｅｃｔｌｏｎ

　

公ｄ［ｏｙｓｔｗｉｔｈｏｎｅｄｒｏＰｏｆｔｈｙｂｌｏｏｄ， ｍＬｙｄｒｙｓｏｕ１ｅ

　

ｓｈａｌｌ（ｔｈｏｕｇｈｓｈｅｎｏｗ ｂｅｉｎｅｘｔｒｅｍｅｄｅｇｒｅｅ

　

Ｔｏｏｓｔｏｎｙｈａｒｄ， ａｎｄｙｅｔｔｏｏｆｌｅｓｈｌｙ，）ｂｅｅ

　

Ｆｒｅｅｄ
‐ｂｙｔｈａｔｄｒｏｐ，

ｆｒｏ］ｏＱｂｅｉｎｇｓｔａｒｖ’ｄ，
ｈａｒｄ， ｏｒｆｏｕｌｅ，

　

Ａｎｄ・ｌｉｆｅ，
ｂｙｔｈｉｓｄｅａｔｈａｂｌｅｄ，ｓｈａｌｌｃｏｎｔｒｏｕｌｅ

　

Ｄｅａｔｈ， ｗｈｏ〕ｍｔｈｙｄｅａｔｈｓ１ｕｅ；ｎｏｒｓｈａ１ｌｔｏ 江ーｅｅ

　

Ｆｅａｒｅｏｆｆｉｒｓｔｏｒ１ａｓｔｄｅａｔｈ，
ｂｒｉｎｇｌｌ．ｌｓｅｒｌｅ，

　

ｌｆｉｎｔｈｙｌｉｔｔｌｅｂｏｏｋｅｐ口ｙｎａｎ〔ｌｅｔｈｏｕ’ｅｎｒｏｕｌｅ，

　

Ｆ１ｅｓｈｉｎｔｈａｔｌｏｎｇｓｌｅｅｐｉｓｎｏｔｐｕｔｒｉｆｉｅｄ，

　

Ｂｕｔ・ｎａｄｅｔｈａｔｔｈｅｒｅ，ｏｆｗｈｉｃｈ，ａｎｄｆｏｒｗｈｉｃｈ’ｔｗａｓ；

　

Ｎｏｒｃａｎｂｙｏｔｈｅｒ・ｎｅａｎｅｓｂｅｇｌｏｒｉｆｉｅｄ．

　

Ｍ［ａｙｔｈｅｎｓｉｎｎｅｓｓｌｅｅｐ， ａｎｄｄｅａｔｈｓｓｏｏｎｅｆｒｏｌｎ・ｎｅｐａｓｓｅ，

　

Ｔｈａｔｗａｋ’ｔｆｒｏ〕ｍ ｂｏｔｈ，
ｌａｇａｉｎｅｒｉｓｅｎ ｍＬａｙ

　

Ｓａｌｕｔｅｔｈｅｌａｓｔ，ａｎｄｅｖｅｒｌａｓｔｉｎｇｄａｙ．

つなぎの行である１行目は， 先のソネットの最終行とまったく同一の単語からなっているが， こ

こでは文法的な機能が変えられている‐ すなわち， 先の第５ソネットにおいて‘Ｍｏｙｓぢ は‘ｍｙ

ｄｒｙｓｏｕｌｅ’を目的語とする動詞であり，「私の乾いた魂をうるおしてください」 と聞き手であるイ

エスに呼びかけているのだが， この第６ソネットでは‘Ｍｏｙｓビ は形容詞であり，「（私の乾いた魂

は） あなたの血の一滴によってうるおされて」 と， 主語‘ｍｙ ｄｒｙｓｏｕｌｅ’の述語動詞である

‘ｓｈａｌｌ．．．ｂｅｅ
’を修飾する副詞句となっている． そのため， パンクチュエーションにわずかな変更

が見られるが， 詩の技法としてはなかなか巧妙なものである．

オクテットにおける聞き手は， 先のソネットの終結部と同様にイエスであるが， それ・は６行目の

‘ｔｈｙｄｅａｔｈ’および８行目の‘ｔｈｙｌｉｔｔｌｅｂｏｏｋｅ’という言葉によって知ることができる‐ 「磯刑」 に

つづく「復活」を主題にしたこのソネットは， 引き続きイエスに呼びかけているということからも，

先のソネットとの関連が強いものである． イエスの血によって語り手の魂がうるおされるというイ

メ ー ジも， そのまま引き継がれている． したがっ て， ３行目の‘Ｔｏｏｓｔｏｎｙｈａｒｄ’や４行目の

‘ｈａｒ浅には， 頑なで， ききわけがないという心理的な側面もさることながら， 第５ソネットの最
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終行に見られた， 乾ききって硬くなった大地のイメージを読み取ることができよう． さらに付け加

えるなら， 早魁による飢鐘を連想させる４行目の‘ｓｔａｒｖ’ｄ’や疫病の蔓延を思わせる‘ｆｏｕｌｅ’など

も， 同一のイメージのもとにある表現であろう‐

　

第２クオートレインは， 恵みの雨をうけて再生する大地のイメージから， 生と詩のパラドックス

が引き出される‐ すなわち， イエスの死が， 死そのものを打ち倒し， 力を得た生が死を支配すると

いうのである． いいかえれば， 死はもはや最終的なものではなく， ひとつの始まりでもあるのだ．
７行目の‘ｆｉｒｓｔｏｒｌａｓｔｄｅａｔｈ’は， スミスによると 「肉体の死， あるいは魂の劫罰（６）」 というこ

とで， これはガードナーもヨハネ黙示録を引用して， そこに現れている第二の死と比較するよう示

唆している（７）
． しかし， より単純に文脈から推測して， 死を新たな生の開始ととれば， それは始

まりでもあり， また終わりでもあると考えることもできよう‐ そしてこのように考えるときに， こ

こにまた 「初めにして終わり」 という， 連作全体を支配する主題が姿を現すのである．

　

第２クオー トレイ ンの終わりの８行目は，
‘ｌｆｉｎｔｈｙｌｉｔｔｌｅｂｏｏｋｅ ｍｙｎａｍｅｔｈｏｕ’ｅｎｒｏｕｌｅ’ と

いう条件を表す行になっている． ここに‘ｔｈｙｌｉｔｔｌｅｂｏｏｋｅ’という言葉があるが， これにはいささ

か問題があり， それについてはガードナーが詳しく論じているが（８）
， よりいっそう興味深いのは

スミスの指摘である． 神に属するものに 「小さい」 という形容をするのは， 一見不適切に思われる

かもしれないが， これはその書物に「わずかの名前しか書き入れられる余地がない， あるいはそこ

に名前が記されるに相応しい人はごくわずかである（９）」 ということを表しているというのである‐
これは， おそらくはマタイ伝の 「狭き門」 のくだりとの関連を求めた解釈であろう‐ そうすると第

２クオートレイン全体の内容にも合致する．ところがこの８行目にはひとつの問題がある‐これは，
ふつうにはオクテットの終わりであるから， オクテットに含まれるものとして７行目以上に掛かる

と考えられるのだが，８行目はフル・ストップで終わらずに９行目以下に続いている‐したがって，
８行目は文法的には７行目以上にも， ９行目以下にも掛かりうるのであって， その意味では暖昧さ

が残っているといえる‐ また， オクテットとセステットの対比ということに関しても， 先の第５ソ

ネットの場合と同様に， そのコントラストがぼやけてしまっている‐ さらに， 内容の上からも， ６

行目の後半から始まる自己の死への思いが， そのまま９行目以下のセステットに持ち越されている

ので， 構成上の対比に欠ける印象がいっそう強くなってしまうのは否定できない． したがって， 内

容の上でセステットをオクテットと区別する要因を捜し求めるなら， それはおそらく死後の肉体に

関するイメージであろう． ダンはとりわけ肉体に関心をもっていた詩人であった‐ その世俗詩にお

いてわれわれは， ダンがしばしば肉体に言及するのを見てきた． そこでは， 基本的に肉体は脆いも

のであり， 死後は４つの元素に還元されるというのがダンの考え方であったようだ（ｌｏ）
‐ ところが

この詩では，
‘Ｆ１ｅｓｈｉｎｔｈａｔｌｏｎｇｓｌｅｅｐｉｓｎｏｔｐｕｔｒｉｆｉｅｄ’というように， 肉体が腐敗することな

く保たれるような表現がなされている‐ これは， ダンにあっては異例のことであるかもしれない．
しかし，これを文字どおりに解釈することは適切さに欠けることであろう．事実， ガードナーは「ダ

ンは， 腐敗が肉体の最終的な状態なのではないといっているのである｛１１）」 としている． しかし，
この行の解釈としては十分な説得力をもっているとはいえないように思われる． ただこの場合， 舌

足らずはガードナーではなくて， むしろダンの方だったのではないだろうか． 死後の肉体の状態は

１０行目においてよりよく説明されているが， それが必ずしも９行目の意味をうまく照らし出さない

のである．

先にも述べたように， オクテットはそこで終止せずにセステットヘと移行し， 内容の上でもセス

テットはオクテットで語られたことを引き継いでいる． そして， フル・ストップはセステットの中

間，１１行目の終わりになって初めて現れる‐ おもしろいことに， これは先の第５ソネットの場合と
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まったく同じである． ここだけを見ると， あたかもダンがソネットにおいて新しい形式を作り出し

ているかのようでさえある． ここでも最後の３行が祈願になっている． オクテットにおいて聞き手

はイエスであったが， セステットではやはり先のソネットの場合と同様に， 聞き手の交替は起こっ

ていない． したがって， 最後の３行における祈願は， そのままイエスに対して行われていると考え

るのが妥当であろう． この３行は， たとえば れｅｓｏ７１ｇｓαれｄ ｓｏ７１れ郷ｓ のなかの “Ｔｈｅ Ｇｏｏｄ‐

ｍｏｒｒｏｗ”におけるように， 眠りから覚めて新たな一日の朝に挨拶をするという状況が下敷きに

なっている．最終行の‘Ｓａｌｕｔｅｔｈｅｌａｓｔ，ａｎｄｅｖｅｒｌａｓｔｉｎｇｄａｙ
’にまたしても「初めにして終わり」

のテーマを見出すことはたやすいことであろう‐ さらに‘ｌａｓｔ’と‘ｅｖｅｒｌａｓｔｉｎｇ
’を並べて書くこと

により，
‘ｅｖｅｒｌａｓｔｉｎｇ という単語の中にすでに‘ｌａｓｔ’という単語が含まれていることを読者に気

づかせるという効果も生み出している‐ ただ，ｒｈｅｔｏｒｉｃａｌｓｉｔｕａｔｉｏｎ という点では， これもやはり

第５ソネットと同じように， その展開がまったく見られず， ダンの他の多くの詩に存在している劇

的な緊張感には乏しいといわなくてはならない．

７． Ａｓｃｅｎｔｉｏｎ

　

Ｓａｌｕｔｅｔｈｅｌａｓｔａｎｄｅｖｅｒｌａｓｔｉｎｇｄａｙ，

　

Ｊｏｙａｔｔｈ’ｕｐｒｌｓｌｎｇｏｆｔｈｉｓｓｕｎｎｅ，ａｎｄ ｓｏｎｎｅ，

　

Ｙｅｅｗｈｏｓｅｊｕｓｔｔｅａｒｅｓ，ｏｒｔｒｉｂｕｌａｔｉｏｎ

　

Ｈａｖｅｐｕｒｅｌｙ ｗａｓｈｔ，ｏｒｂｕｒｎｔｙｏｕｒｄｒｏｓｓｉｅｃｌａｙ；

　

ＢｅｈｏｌｄｔｈｅＨｉｇｈｅｓｔ，ｐａｒｔｉｎｇｈｅｎｃｅａｗａｙ，

　

Ｌｉｇｈｔｅｎｓｔｈｅｄａｒｋｅｃｌｏｕｄｓ，ｗｈｉｃｈｈｅｅｔｒｅａｄｓｕｐｏｎ，

　

Ｎｏｒｄｏｔｈｈｅｅｂｙａｓｃｅｎｄｉｎｇ，ｓｈｏｗ ａｌｏｎｅ，

　

Ｂｕｔｆｉｒｓｔｈｅｅ，ａｎｄｈｅｅｆｉｒｓｔｅｎｔｅｒｓｔｈｅｗａｙ．

　

。ｓｔｒｏｎｇ ＲａｎｏｌＩＩｅ，ｗｈｉｃｈｈａｓｔｂａｔｔｅｒ’ｄｈｅａｖｅｎｆｏｒＩ１１ｅｅ，

　

ルーｉｌｄｌａｎ□Ｌｂｅ，ｗｈｉｃｈｗｉｔｈｔｈｙｂｌｏｏｄ，ｈａｓｔｍＬａｒｋ，ｄｔｈｅｐａｔｈ；

　

Ｂｒｉｇｈｔｔｏｒｃｈ，ｗｈｉｃｈｓｈｉｎ’ｓｔ，ｔｈａｔｌｔｈｅｗａｙｌｎａｙｓｅｅ，

　

ｏｈ，ｗｉｔｈｔｈｉｎｅｏｗｎｅｂｌｏｏｄｑｕｅｎｃｈｔｈｉｎｅｏｗｎｅｊｕｓｔｗｒａｔｈ，

　

ＡｎｄｉｆｔｈｙｈｏｌｙＳｐｉｒｉｔ，ｌｐ Ｍｕｓｅｄｉｄｒａｉｓｅ，

　

Ｄｅｉｇｎｅａｔ．〕〔ュｙｈａｎｄｓｔｈｉｓｃｒｏｗｎｅｏｆｐｒａｙｅｒａｎｄｐｒａｉｓｅ‐

連作はこの第７ソネット「昇天」 をもって， ついに一つの円環を完成する． 連作を開始した第１

ソネットが， 先にも述べたとおり祈願の調子を帯びていたのと同様に， この最後のソネットにもそ

ういった儀式的な祈りの響きがある． それは， このソネットに頻繁に現れる呼びかけの効果による

とかろが大きい．もちろんこれまでの全てのソネットにおいて検証し，その存在を確かめてきた 「初

めにして終わり」 というテーマに関する個々の詩における自己言及性は， すでに１行目に現れてい

ることは言うまでもない．

オクテットはまず‘Ｓａｌｕｔｅ’，
‘Ｊｏｙ’という二つの命令による呼びかけで開始される． １行目の

‘Ｓａｌｕｔｅｔｈｅｌａｓｔａｎｄｅｖｅｒｌａｓｔｉｎｇｄａｙ”というのは， 先行する第６ソネッ トでは，
“Ｔｈａｔ…１…
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ｍａｙ／ Ｓａｌｕｔｅｔｈｅｌａｓｔ，ａｎｄｅｖｅｒｌａｓｔｉｎｇｄａｙ
” というように， 「私が最後にして永遠の日を迎え

ることができるように」 という意味になっているが， この最後のソネットの１行目では， 命令形と

して力強い呼びかけになっている‐ ここでの‘Ｓａｌｕｔｅ’， ｏｙ’という動詞の晴れがましさ， 喜ばし

さは動かしがたいものである‐第６ソネットでは，その最後の３行において夜明けの目覚めのイメー

ジがあると書いたが， それはそのままさらに明確な形で第７ソネットの２行目に現れている． ふつ

うダンは「太陽」 と 「子なるイエス」 をパンの形で詩の中に持ち込むことが多いが， ここではあえ

てそれをせずに，
‘Ｓｕｎｎｅ，ａｎｄｓｏｎｎｅ’と見間違いようもない形で２つを並べ， イエスの昇天が新

たな永遠の日の始まりであることをいやが上にも強調している‐ また， ２度繰り返されていること

によって， さんさんと降り注ぐ日の光が感じられるかのようである． そして， 呼びかけられている

聞き手が， ここではそれまでのように単数ではなく，
‘Ｙｅｅ’と複数形， しかも聖書の中の特定の人

物ではなく， キリスト教徒全般を指しているところに注目したい‐ しかも， ここでのキリスト教徒
は‘ｊｕｓｔ’という語や，

‘Ｈａｖｅｐｕｒｅｌｙ ｗａｓｈｔ，ｏｒｂｕｒｎｔｙｏｕｒｄｒｏｓｓｉｅｃｌａｙ
’という表現からわかる

ように， すでに義なる者と認められている存在なのである‐ つまり， 天国に迎え入れられることを

約束された人々である‐
‘ｄｒｏｓｓｉｅｃｌａｙ

’は様々に解釈されよう． すなわち，「脆い肉体を作り上げ

ている土」 であり，「死者がそこに眠っていた土」 であり， また 「現世の織れ」 とも解釈できる．
第１の解釈では肉体を離れた純粋な魂が， 第２の解釈では神による審判に臨む人々が， そして第３

の解釈では罪のない清らかな人々がそれぞれ想起され， いずれの場合にもそこには地獄への恐れや

不安はもはや存在しないのである． したがって， この第１クオートレインの明るい喜びには， 語り

手の個人的なレベルをはるかに超えた全人的な響きがある‐ あるいは教会の祝日に， 会衆を前にし

てなされる説教のもつ響きが感じられないだろうか‐ これをルワルスキの言い方を借りて，「アン
セム」 的と呼んでもよいかもしれない（＝）

．

　

第２クオートレインでは， 天へ向かって昇ってゆくイエスの姿が描かれている‐ その雲を踏みし

めながら上昇してゆく姿は， ダンの数多い宗教詩の中にあってとりわけ絵画的な印象を与える部分

であろう‐ 聖なる光によって照らし出された雲の群れ， そしてそれら光り輝く雲の上に置かれたキ

リストの足， そういったイメージは， たとえばラファエロの描く 「キリストの昇天」 や， ムリリ ヨ

の 「聖母の被昇天」 などに典型的に示されている， 当時はおそらく無数に描かれたであろう昇天の

園像を思い起こさせずにはおかない． そしてこのクオートレインの後半では， キリストの昇天がキ

リストだけのものではないということ， つまり， 「あのお方が我々のために先頭をきってお進みに

なり， しかもあのお方が最初にその道を開かれるのだ（１２）」 ということが， その昇天を通じて語ら

れるのである‐ これもまた， 個人的というよりは一般的， 全人的な性格を印象づける要素というこ

とができるだろう‐
先行する第５と第６の両ソネットでは， オクテットの終わりでフル・ストップとはならずに， そ

のままセステットに切れ目なく続いていったのだが， この第７ソネットでは通常の慣例のとおり，
ひとまずオクテットの終わりで休止がある． そして聞き手の交替もここで起こっている． その意味

では， この最終ソネットは変則的だった第５， 第６ソネットとは異なり， それ以外のソネットと同

様に通常の形式をとっているといえる‐ 聞き手は， 勝利を収めた神である． セステット冒頭の呼び

かけには特に注目したい‐
‘○ｓｔｒｏｎｇＲａｍｍｅ’という呼びかけは， 少なくとも２通りの意味を読

み込まなくてはならない． まず一つは， 雄羊である‐ いうまでもなくこれは， 次の行の‘ｌａｍｂぜ

（子羊） との対比において用いられているのであり，「父なる神」 を指すものである‐ そしてもう

一つが，
‘Ｗｈｉｃｈｈａｓｔｂａｔｔｅｒ’ｄｈｅａｖｅｎ’とあるように， 戦争において敵の城壁を突き破るために

用いられる破城槌 （ｂａｔｔｅｒｉｎｇ－ｒａｍ） である‐ つまり， 神の御業により天国の城が人類のために
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開放されたというのである‐ ところで， この‘ｂａｔｔｅｒ’という動詞からは， もう一つのダンの宗教

詩が思い出される． それは“ＨｏｌｙＳｏｎｎｅｔ ＸＩＶ” である． そこでは，
‘Ｂａｔｔｅｒ ｍｙ ｈｅａｒｔ，ｔｈｒｅｅ

ｐｅｒｓｏｎ’ｄＧｏｄ’と， 語り手が自らの心を打ち砕くように， 三位一体の神に祈願しているのである．
“ＬａＣｏｒｏｎａ”の最終ソネットでも同じ‘ｂａｔｔｅｒ’という語を用いながら， やはり神に対して３通り

の呼びかけを行っている点に注目してもよいのではないだろうか‐ まず 「父なる神」 を表す‘ｏ

ｓｔｒｏｎｇ Ｒａｍｍｅ’， 次いで 「子なるイエス」 を表す‘Ｍｉｌｄｌａｍｂｅ’， そして最後が‘Ｂｒｉｇｈｔｔｏｒｃｈ’

である．
“Ｂａｔｔｅｒ ｍｙｈｅａｒｔ

“の場合と同じく， ここでも三位一体の神が表されていると考えるこ

とには全く不都合はあるまい． したがってここでの‘Ｂｒｉｇｈｔｔｏｒｃｈ’が 「聖霊」 を指しているとい

うことは， 大いに可能性の高いことである． 伝統的な図像において， しばしば聖霊は光によって表

されてきたことを思えば， ここで‘Ｂｒｉｇｈｔｔｏｒｃｈ’という表現も， まことに当を得たものというこ

とができる． そして松明の明々と燃えるイメージから， 次の行の怒りの炎を鎮めるという表現が引

き出されてくる． この怒りとは何の怒りなのであろうか．
‘ｊｕｓｔｗｒａｔ臣 というからには， 人類の

不道徳に対するものという程度に解釈すべきなのかもしれないが， これはむしろ詩人の力量不足に

対するものと考えるのが面白いのではないだろうか． その方が続く２行との関連も自然である‐ ま

た私が今まで再三指摘してきた， 個々のソネットの中に見られる自己言及性という点からも， これ

を詩人の自作に対する謙遜と取りたいのである． そうすればさらに‘ｊｕｓｔ’にも，「このような拙い

詩にお怒りになるのももっともなことですが」 という意味が生じてきて， この比較的個人的要素の

少ない連作にあって， 作者であるダンが少しだけ顔を見せている箇所として， 興味をひかれるので

ある‐

　

そしてこのように１２行目の‘ｏｈ，ｗｉｔｈｔｈｙｏｗｎｅｂｌｏｏｄ…
”以下を， 被献呈者たろ神への祈りと

取るなら， このソネット全体の中では最後の３行がそ・の献呈の祈りに相当することになり， 今度は

先行する第５， 第６ソネットとむしろ共通する特質として， 我々の注目を引くのである． ７編の連

作の後半をなす３編のソネットにおいて， 最後の３行が神への祈りになっているというのは， たん

なる偶然であろうか． 伝統的なソネットという形式からは，ｉｌ行目で切れるというのは， たしかに

形式と内容の一致という点で問題があるかもしれない‐ しかし， 同じことが最後の３編のソネット

の全てで起こっているということを考えるなら， これはむしろ作者が意図的に行ったことと考える

のが自然ではあるまいか． ３編のソネットの最後の３行というところからは， ３という数が浮かび

上がってくる． そしてこの３は， 最終ソネットにおいて 「三位一体の神」 として， 輝かしく姿を現

したものであった．

　

最後の行は， もちろん第］ソネットの冒頭に帰るべく，
‘Ｄｅｉｇｎａｔｍｙｈａｎｄｓ…

’の行が戻って

くる． その手並みはまことに見事なものであるが， それをさらに効果的にしているのが，１３行目に

現れている‘ｍｙＭｕｓｅ’である． マリアとイエスの生涯を追ってきた連作ソネットは， 当然のこと

としてキリスト教的世界を表しているものである．そのなかにあって，異教の神であるミューズは，

いかに文学的伝統にかなった登場人物であるとしても， 全体からはやや浮いた存在であることは否

定できない事実である． ところが， このミューズはすでに第１ソネットの５行目に‘Ｒｅｗａｒｄｍｙ

ｍｕｓｅｓｗｈｉｔｅｓｉｎｃｅｒｉｔｙ’と登場しているのである． したがって， キリスト教とは異質のミューズ

を最終ソネットの終わり近くに再び登場させることにより， 読者は先の第１ソネットを思い出すこ

ととなろう． そしていよいよ円環が完成することを予期するのである． このようにして高められた

読者の期待どおりに， 最終ソネットの最終行が高らかに唱えられるのである． 一つの円環を完成さ

せる方法として， これは実に巧妙な手法といわなくてはなるまい‐
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ダンの“ＬａＣｏｒｏｎａ”は， ともすれば円環をなすという際立った特徴以外には， とりたてて言う

べきことのない， むしろ平板な作品という評価を受けがちである． しかし， 本稿 「その１」 の冒頭

に書いたように， この作品はソネットという形式ゆえに他の”ＨｏｌｙＳｏｎｎｅｔ と比較されがちで

あるのだが， ガードナーやマーツが指摘するように“ＨｏｌｙＳｏｎｎｅｔ とは別の腹想の様式に基づ

いており， また詩の展開のさせかたも一般的なソネットとはやや趣を異にするところがあるので，
これらを同一のジャンルとして同一の平面上で扱うことには問題があろう‐ この連作は７編のソ

ネットからなっているが，もう－編これらの前に置かれた献呈のソネットがある．それは“ＴＯＭｒｓ‐
Ｍａｇｄａｌｅｎ Ｈｅｒｂｅｒｔ：ｏｆｓｔ． Ｍａｒｙ Ｍａｇｄａｌｅｎ

” と題された作品である． もっともこの献呈のソ

ネットが，
“ＬａＣｏｒｏｎａ” に添えられていたものであるという証拠はない‐ しかし， このソネット

が“ＬａＣｏｒｏｎａ”に添えられたものだとしたグリアソンを支持して， ガー ドナーはこの連作に
‘ｈｙｍｎ’としての性格を認めている（１３）

． そのガードナーの考え方の根拠になっているのは， この

連作が 「祈りと讃美」（ｐｒａｙｅｒａｎｄｐｒａｉｓｅ） の要素を統一したものだという点である． これは，
献呈のソネッ トの最終行の‘Ｈａｒｂｏｕｒｔｈｅｓｅ Ｈｙｍｎｅｓ’という箇所と，

“ＬａＣｏｒｏｎａ” の第１ソ

ネットの１行目の“ｔｈｉｓｃｒｏｗｎｏｆｐｒａｙｅｒａｎｄｐｒａｉｓｅ“という言葉との関連性を求めた議論であ

る‐ そ して， この‘
ｐｒａｙｅｒａｎｄｐｒａｉｓｅ’としての性格をさらにはっきりと， この連作に求めよう

としたのがルワルスキであった（１４）
‐ とすれば， この“ＬａＣｏｒｏｎａ”の連作は， 聖イ グナチウスの

膜想に基づく他の “Ｈｏｌｙ Ｓｏｎｎｅｔ よりも， 性格の上からはダン自身の“Ｈｙｍｎｅｓ”により近いも

のといえるかもしれない．

　

したがって， もしダンが “ＬａＣｏｒｏｎａ”の７編を‘Ｈｙｍｎｅｓ’と呼んだと仮定するなら， 当然ダ
ンの“Ｈｙｍｎｅｓ”と“ＬａＣｏｒｏｎａ”の間には何らかの共通する特質があるはずである‐ ジャンルと

しての‘ｈｙｍｎ’をギリシア時代以来の形式と考えて， その形式を規定したプレシントンは， 次の

ような３つの段階に‘ｈｙｍｎ’の構成をまとめている． 第１に最初の祈祷文とそこでの神の名への

呼びかけ， 第２に神によってなされた事績 （いわゆる叙事詩的部分）， 第３に祈る者の祈願， とい

う３部構成である‐ これはまさしく“ＬａＣｏｒｏｎａ”にそのまま当てはまるものではないだろうか．

第１部に相当するのが第１ソネットである． 第２ソネット以下は， イエスの生涯を順に追ってゆく

構成をとっているので， これは‘ｈｙｍｎｅ’の第２部に相当する‐ そして第３部が最終ソネットにみ

られる祈願である． このようにダンの“ＬａＣｏｒｏｎａ”は循環する連作ソネットというきわめて特徴

的な形をとりながら， その内容においては‘ｈｙｍｎ’の形式を踏まえているのである‐ 後にダンが
“Ｈｙｍｎｅｓ”と自ら銘打った詩を書いたときには， もはやソネットという形式を用いなかったが，
そこに到る過程に位置づけるとき，

“ＬａＣｏｒｏｎａ”は新たな存在意義をわれわれに示すことになる

のではないだろうか‐

　

また， すでに検証してきたように， この７編のソネットは第４ソネットを中心として， 前半と後

半に分けることができるが， その前半がイエスの誕生を中心とした主題を扱い， 後半ではイエスの

受難が中心となっている． すなわち， あえてイエスの生涯のあらゆる時期にわたってまんべんなく

主題を採り上げることをせず， その生涯の始まりと終わり （もちろん人間としてのイエスの生涯と

いう意味においてであるが） だけを扱っていることにも注目すべきであろう‐ この主題の選び方も

また， 「初めにして終わり」 という連作の中心テーマを象徴していると考えることができるのでは

ないだろうか‐ さらには， ７編のソネットが循環し， 一つの円環をなすという全体の形式ばかりで

はなく， その円環を構成する個々のソネットの内部にもまた， 円環あるいは「初めにして終わり」
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というテーマを象徴するような表現が見られるという点は重要である．
“ＬａＣｏｒｏｎａ”は連作とし

て特異な形をなしているので， 全体として評価されることが多く， 個々のソネットの形式上の問題

はとかく見過ごされがちなのであるが， 実はその内部にも永遠を象徴する円環が存在し， また先に

も触れたように，主題の選び方自体も円環を意識させるものなのである‐したがって， 全体の構成，

主題の選び方， 個々のソネットの内容という３つのレベルにおいて， この連作ソネット集には自己

言及的性格を読み取ることができるのである．

　

また，後半の３つのソネットにおいては，オクテットとセステットとの対比という伝統的なソネッ

トの形式をあえて踏み越えて， 最後の３行で神との対話をおこなうという形をとっている‐ このこ

とのもつ意味の解釈は， 今後さらに詳しい検討を要する課題ではあるが， ３つのソネットの最後の

３行， そして最終ソネットにおける三位一体の神への祈願， といった要素を考え合わせると， そこ

に３という数字が浮かび上がってくる． これはこじつけと思われるかもしれない． しかし， 第４ソ

ネットにおいて示された３人の聖家族など， これを支持する要素もないわけではない‐ 一つの完成

を象徴する円環が主題となっている連作において， やはり完全性の象徴である３という数字が意味

をもつことは， 大いに可能性のあることではないだろうか．

　

もちろん個々のソネットの出来ばえには差があり， すべてを傑作と呼ぶことは難しい‐ ソネット

という一般には世俗詩に用いられることの多い形式により，ながら， その形式の特性を十分に利用し

きってはいないという問題もある． しかし， いままで見てきたように， けっしてこれらのソネット

がダンの失敗作とは呼ぶことのできない価値をもっていることもまた否定することはできないであ

ろう．
‘ＬａＣｏｒｏｎａ”という美しい花輪を編み上げる一つ一つの花もまた， それぞれの美しさに輝

いているのである．
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人間の肉体が死後に４つの元素に還元されることについては， たとえば“ＴｈｅＤｉｓｓｏｌｕｔｉｏｎ”などにその典型的

　

な表現が見られる． また反対に， 人間の体内で元素が完竪なバランスをとっていれば肉体は滅びないことを
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